
⑩平成

た

 

 

 

成 16(2004)年

たい。計算して

年洪水の粗度係

ていない場合は

 

9

係数は計算し

はなぜ計算し

9 

しているか。計

しなかったかの

計算している場

の理由を示され

場合は結果を

れたい。 

示され

 



３ 塩水

 河川管

30km 付

 以上に

 

１）浚渫

①浚渫

②その

③浚渫

 

 

 

 

別添 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水の遡上およ

管理者は、「こ

近まで塩水が

に関連して次

渫前、塩水は

渫前の塩水は

のことをどの

渫前の塩分の

1.(2) 1)の回

よび塩害につ

これまで塩水

が遡上し、塩害

次の質問に回答

はマウンドで止

マウンドで止

ような方法で

遡上調査を、

回答 

 

10

いて 
はマウンドで

害の発生する恐

答されたい。

止められていた

止められていた

で確認したか。

いつ、どのよ

 

0 

で止められてい

恐れがある」

たか。 

たといまも考

 

ように行った

いたが、マウ

と説明してき

えているか。

か。調査結果

ウンドを浚渫す

きた。 

 

果を示されたい

すれば、

い。 



２）浚渫

 ①30k

②河床

て

 

 

 

 

別添 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

③計算

と

 

 

 

 

別添 2 1

 

 

 

 

渫後の塩水の

km まで遡上す

床条件として

ているか。計算

1.(2) 2) ①の

算していない

とすればその理

1.(2) 2) ②の

遡上予測 

するとした予測

て現況河床を用

算している場合

の回答 

い場合、国交省

理由はなにか。

の回答 

 

11

測の条件を示

用いた場合、塩

合は、計算結

 

省が用いたソ

。 

1 

されたい。

塩水はどこま

結果を示された

フトを借用す

まで遡上するこ

たい。 

することは可能

ことになるか

能か。借用で

か計算し

きない

 



３）浚渫

①河口

 

 

 

 

別添 2 1

 

 

②調査

し、

確に

 
 

 
 

別添 2 1

 

 

渫後の塩水の遡

口堰運用後に塩

1.(3) 1) ①の

査をしたこと

塩水遡上の状

に知る方法で

1.(3) 1) ②の

遡上調査 

塩水遡上の調

の回答 

がないのであ

状態を観測調

あるが、これ

の回答 

 

12

調査をしたこと

あれば、農業用

調査するのが、

れについてどう

2 

とがあるか。調

用水の使用がな

現在の河道に

う考えるか。

調査していれば

ない非かんがい

における塩水遡

ば結果を示さ

い期に河口堰

遡上の状態を

れたい。 

 

堰を開門

最も正

 



４ 河川

 

①平成

流量は

画が達

 

 

 

 

②流下能

 

 

川整備計画 

20 年３月に策

は、忠節地点

達成されるの

能力の評価方

図

策定された木曽

7700m3/s、墨

は何年後か。

方法を示された

３ 現況流下能力

13

曽川水系河川

墨俣地点 8000

またその根拠

たい。また、堤

力と戦後最大規

3 

川整備計画によ

m3/s とするこ

拠となる行程

堤防天端評価

規模の洪水流量の

よると、長良川

ことを目標と

表を示してい

による流下能

の関係（長良川）

川の河道で受

しているが、

いただきたい。

能力を示された

 

） 

受けもつ

整備計

 

 

たい。 
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５ 河

 

①2011

でに

 本当

故浚渫

 

 

 

 

②河口堰

計画河

  計画

た理由

 

 

口堰建設後の

年時点で赤須

2ｍ以上の土砂

当に浚渫が必

渫をしないの

堰計画では計

河床という表

画時点での計

由を示してい

の浚渫  

須賀の漁師さん

砂が堆積した

必要だったのな

か。 

計画河床まで浚

表現も使わなく

計画河床はどの

ただきたい。

15

んが言われる

たが、国交省は

なら埋まった分

浚渫するとし

くなった。 

のような意味

 

5 

には、洪水調

は一度も浚渫を

分だけ毎年浚

ていた。とこ

で使っていた

調節で河口を浚

をしていない

浚渫をする必要

ころが、計画河

たのか。また、

浚渫した時よ

。 

要があるはず

河床まで浚渫

現在使わな

りもす

ずだが何

 

渫せず、

くなっ

 


